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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年12月24日(2015.12.24)

【公開番号】特開2013-243110(P2013-243110A)
【公開日】平成25年12月5日(2013.12.5)
【年通号数】公開・登録公報2013-065
【出願番号】特願2012-277807(P2012-277807)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｈ  50/54     (2006.01)
   Ｈ０１Ｈ  50/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｈ   50/54     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｈ   50/54     　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｈ   50/04     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
　前記気密空間内における前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記可動接触子およ
び前記駆動用部材と機械的に接続されていない磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影と重なることを特徴とする、継電器。
【請求項２】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
　前記気密空間内における前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記第１の容器と前
記第２の容器との少なくとも一方に固定された磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影と重なることを特徴とする、継電器。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の継電器において、
　前記磁性体部材は、他の部材を介さずに前記第１の容器と前記第２の容器との少なくと
も一方に固定されていることを特徴とする、継電器。
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【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の継電器において、
　前記第２の容器は、
　　ベース部材と、
　　前記ベース部材および前記第１の容器と接合されると共に、前記第１の方向と交差す
る平板状の平板部を有する接合部材と、を含み、
　前記磁性体部材は、前記平板部の前記第２の方向側の表面に固定されていることを特徴
とする、継電器。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の継電器において、
　前記第１の容器は、
　　前記第２の方向に略直交する底部と、
　　前記底部から前記第２の方向に向けて延び、各前記固定端子をそれぞれ収容する複数
の収容室間を区画する仕切壁部と、を含み、
　前記磁性体部材は、前記仕切壁部の前記第２の方向側の端部に固定されていることを特
徴とする、継電器。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれか一項に記載の継電器において、
　前記複数の固定端子の各中心軸を含む第２の平面への前記磁性体部材の投影の少なくと
も一部は、前記複数の固定端子の各中心軸間に位置することを特徴とする、継電器。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のいずれか一項に記載の継電器において、
　さらに、前記可動接触子より前記第２の方向側に配置された第２の磁性体部材を備える
ことを特徴とする、継電器。
【請求項８】
　請求項１に記載の継電器において、
　前記第２の容器は、
　　ベース部材と、
　　前記ベース部材および前記第１の容器と接合される接合部材と、を含み、
　前記磁性体部材は、前記接合部材であることを特徴とする、継電器。
【請求項９】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
　前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記気密空間外の位置に磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影の中心位置と重なることを特徴とする、継電器。
【請求項１０】
　請求項９に記載の継電器において、
　前記磁性体部材は、前記第１の容器と前記第２の容器との少なくとも一方に固定されて
いることを特徴とする、継電器。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の継電器において、
　前記磁性体部材は、他の部材を介さずに前記第１の容器と前記第２の容器との少なくと
も一方に固定されていることを特徴とする、継電器。
【請求項１２】
　請求項９ないし請求項１１のいずれか一項に記載の継電器において、
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　前記第１の容器は、前記第２の方向に略直交する底部を有し、
　前記底部は、他の部分より前記第２の方向側に位置する近接部を含み、
　前記磁性体部材は、前記近接部の前記第１の方向側の表面に固定されていることを特徴
とする、継電器。
【請求項１３】
　請求項９ないし請求項１２のいずれか一項に記載の継電器において、
　前記複数の固定端子の各中心軸を含む第２の平面への前記磁性体部材の投影の少なくと
も一部は、前記複数の固定端子の各中心軸間に位置することを特徴とする、継電器。
【請求項１４】
　請求項９ないし請求項１３のいずれか一項に記載の継電器において、
　さらに、前記可動接触子より前記第２の方向側に配置された第２の磁性体部材を備える
ことを特徴とする、継電器。
【請求項１５】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
　前記気密空間内における前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記可動接触子およ
び前記駆動用部材と機械的に接続されていない磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影と重なり、
　前記駆動用部材は、前記可動接触子の前記第１の方向側の表面に当接することによって
前記可動接触子の前記第１の方向側への移動を規制する規制部を有し、前記規制部の位置
を前記第１の方向および前記第２の方向に変化させることにより前記可動接触子を前記第
１の方向および前記第２の方向に移動させ、
　前記磁性体部材は、前記第１の方向に沿って貫通し、前記第１の方向に移動した前記規
制部を収容可能な貫通孔を有することを特徴とする、継電器。
【請求項１６】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
　前記気密空間内における前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記可動接触子およ
び前記駆動用部材と機械的に接続されていない磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影と重なり、
　前記磁性体部材は、互いに絶縁され、２つの前記固定接点を含むと共に前記第１の方向
に平行な平面と交差する部分をそれぞれ有する複数の磁性体片から構成されることを特徴
とする、継電器。
【請求項１７】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
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　前記気密空間内における前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記可動接触子およ
び前記駆動用部材と機械的に接続されていない磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影と重なり、
　前記継電器は、さらに、絶縁性材料により形成され、前記磁性体部材の表面の内、各前
記固定接点から直視できる部分で構成される第１の表面領域の少なくとも一部を覆う保護
カバーを備えることを特徴とする、継電器。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の継電器において、
　前記保護カバーは、前記第１の表面領域のすべてを覆うことを特徴とする、継電器。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の継電器において、
　前記保護カバーは、前記磁性体部材の表面の内、各前記固定端子における前記気密空間
内に位置する表面上の任意の点から直視できる部分で構成される第２の表面領域のすべて
を覆うことを特徴とする、継電器。
【請求項２０】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
　前記気密空間内における前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記可動接触子およ
び前記駆動用部材と機械的に接続されていない磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影と重なり、
　前記継電器は、さらに、絶縁性材料により形成され、前記磁性体部材の表面の内、各前
記固定端子における前記気密空間内に位置する表面上の任意の点から直視できる部分で構
成される第２の表面領域の少なくとも一部を覆う保護カバーを備えることを特徴とする、
継電器。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の継電器において、
　前記保護カバーは、前記第２の表面領域のすべてを覆うことを特徴とする、継電器。
【請求項２２】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
　前記気密空間内における前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記可動接触子およ
び前記駆動用部材と機械的に接続されていない磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影と重なり、
　前記継電器は、さらに、前記第２の容器に固定されたケース部材を備え、
　前記磁性体部材は、前記ケース部材に固定されていることを特徴とする、継電器。
【請求項２３】
　それぞれ固定接点を有する複数の固定端子と、各前記固定接点にそれぞれ対応する複数
の可動接点を有する可動接触子と、前記可動接触子を各前記固定端子に近づく第１の方向
および各前記固定端子から遠ざかる第２の方向に移動させる駆動用部材と、前記複数の固
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定端子と接合される絶縁性の第１の容器と、前記第１の容器に接合され、前記可動接触子
と各前記固定接点とが収容される気密空間を前記第１の容器および前記複数の固定端子と
共に形成する第２の容器と、を備える継電器において、
　前記気密空間内における前記可動接触子より前記第１の方向側の、前記可動接触子およ
び前記駆動用部材と機械的に接続されていない磁性体部材を備え、
　前記第１の方向に垂直な第１の平面への前記磁性体部材の投影は、前記第１の平面への
前記可動接触子の投影と重なり、
　前記継電器は、さらに、樹脂材料と金属材料との少なくとも一方で形成されたケース部
材を備え、
　前記磁性体部材は、前記ケース部材に固定されていることを特徴とする、継電器。
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